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令
和
五
年
度 

徳
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
大
会
（
国
語
学
会
）
発
表
資
料 

 
「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に
お
け
る
国
語
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
島
県
立
那
賀
高
等
学
校
国
語
科 

一 

本
校
の
概
要 

  

本
校
は
、
那
賀
川
中
流
の
那
賀
町
に
位
置
し
、
昨
年
度
創
立
七
十
周
年
を
迎

え
た
高
校
で
あ
る
。
那
賀
町
唯
一
の
高
校
で
、
現
在
は
各
学
年
三
ク
ラ
ス
、
一
七

〇
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
平
成
十
三
年
度
か
ら
始
め
た
那
賀
地
域
連
携

型
中
高
一
貫
教
育
は
、
今
年
で
二
十
三
年
目
に
な
り
、
町
内
三
中
学
校
と
連
携

し
、
中
高
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
学
習
指
導
や
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
本
校
の
約
二
五
％
が
連
携
の
丹
生
谷
地
区
三
中
学
校
の
出
身
で

あ
る
も
の
の
、
地
域
の
少
子
化
に
伴
い
、
町
外
・
県
外
か
ら
の
生
徒
も
増
え
て
い

る
。
今
年
度
は
、
約
六
〇
名
の
生
徒
が
、
本
校
の
単
独
寮
で
あ
る
「
若
鮎
寮
」
や

那
賀
町
所
有
の
「
那
賀
菊
寮
」、「
竜
峰
寮
」
か
ら
登
校
し
て
い
る
。 

 

本
校
は
、
県
内
唯
一
、
普
通
科
と
農
業
科
（
森
林
ク
リ
エ
イ
ト
科
）
が
併
設
さ

れ
て
い
る
高
校
で
あ
る
。
総
合
的
な
探
究
の
時
間
や
課
題
研
究
を
通
し
て
、
将

来
、
林
業
を
始
め
と
す
る
地
域
産
業
な
ど
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
力
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。 

普
通
科
に
は
、
進
学
と
就
職
に
対
応
す
る
「
応
用
」「
情
報
」「
福
祉
」
の
三
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
生
徒
一
人
一
人
が
自
己
の
可
能
性
を
見
つ
け
出
し
、
能
力

を
伸
ば
し
、
個
性
を
生
か
せ
る
よ
う
、
二
年
時
か
ら
は
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
少

人
数
で
学
習
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。 

森
林
ク
リ
エ
イ
ト
科
は
、
平
成
二
八
年
度
に
新
設
さ
れ
た
、
林
業
に
つ
い
て

専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
科
で
あ
る
。
徳
島
県
の
林
業
振
興
や
地
方
創

生
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、
「
フ
ォ
レ
ス
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
那
賀
」
を
拠
点
に
、

林
業
事
業
体
と
連
携
し
、
実
践
的
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
林
業
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
な
る
た
め
に
必
要
な
大
型
林
業
機
械
や
ド
ロ
ー
ン
操
作
な

ど
の
資
格
取
得
に
も
励
ん
で
い
る
。 

小
規
模
校
で
あ
る
た
め
、
生
徒
と
教
員
の
結
び
つ
き
や
生
徒
同
士
の
連
帯
意

識
が
強
く
、「
協
調
・
研
学
・
誠
実
」
の
校
訓
の
も
と
、
生
徒
一
人
一
人
の
夢
の

実
現
を
目
指
す
教
育
を
行
っ
て
い
る
。 

昨
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
は
、
就
職
・
進
学
が
半
々
で
あ
る
。
コ
ー
ス
別
で
は
、

普
通
科
応
用
コ
ー
ス
は
、
大
学
・
専
門
学
校
・
就
職
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
、
情

報
・
福
祉
コ
ー
ス
は
、
専
門
学
校
進
学
と
就
職
が
半
々
、
森
林
ク
リ
エ
イ
ト
科

は
、
就
職
が
約
八
割
、
二
割
が
大
学
進
学
で
あ
る
。
入
学
生
の
多
様
化
が
進
む
と

と
も
に
、
学
科
・
コ
ー
ス
ご
と
に
進
路
が
多
岐
に
渡
る
た
め
、
個
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
進
路
指
導
が
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
。 

普通科

（応用）

就職

４年生大学

専門学校
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 二 

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て 

 （
１
）
目
的 

「
丹
生
谷
の
こ
ど
も
は
丹
生
谷
で
育
て
よ
う
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
本
校
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
本
格
的
に
丹
生
谷
地
区
六
中
学
（
統
合
に
よ

り
、
現
在
は
三
中
学
）
と
の
中
高
一
貫
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
中
高
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
学
習
や
部
活
動
で
次
の
よ
う
な
学
校
生
活
を
目
指
し
て
い
る
。

 

① 

中
高
の
教
員
に
よ
る
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
部
活
動
な
ど
、
教
育
活

動
の
中
高
連
携
に
よ
り
、
懇
切
で
き
め
細
か
い
指
導
を
行
い
、
一
人
一
人

の
能
力
や
個
性
を
伸
ば
す
。 

② 

中
高
が
連
携
し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
て
、
幅
広
い
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。 

③ 

那
賀
高
校
で
は
多
様
な
目
的
意
識
に
対
応
で
き
る
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
、

自
己
実
現
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
大
学
受
験
や
就
職
、
資
格
取
得
な
ど

へ
の
実
力
を
養
う
。 

 

（
２
）
近
年
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
実
施
状
況 

（
各
教
科 

週
に
一
コ
マ×

二
学
年
） 

① 

令
和
二
年
度 

 

 

那
賀
高
校
よ
り 

相
生
中
学
校
（
理
科
）
・
鷲
敷
中
学
校
（
国
語
）・
木
頭
中
学
校
（
体
育
）

 

 

那
賀
高
校
へ 

鷲
敷
中
学
校
（
保
体
）・
相
生
中
学
校
（
美
術
） 

② 

令
和
三
年
度 

 

那
賀
高
校
よ
り 

相
生
中
学
校
（
国
語
）
・
鷲
敷
中
学
校
（
理
科
）・
木
頭
中
学
校
（
体
育
）

 

 

那
賀
高
校
へ 

相
生
中
学
校
（
国
語
）・
木
頭
中
学
校
（
社
会
） 

③ 

令
和
四
年
度 

 
 

那
賀
高
校
よ
り 

相
生
中
学
校
（
体
育
）
・
鷲
敷
中
学
校
（
国
語
）・
木
頭
中
学
校
（
英
語
）

 

那
賀
高
校
へ 

鷲
敷
中
学
校
（
保
体
）・
木
頭
中
学
校
（
書
道
） 

④ 

令
和
五
年
度 

 

 

那
賀
高
校
よ
り 

普通科

（情・福）

就職 専門学校

森林クリ

エイト科

就職 4年生大学
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相
生
中
学
校
（
国
語
）
・
鷲
敷
中
学
校
（
体
育
）
・
木
頭
中
学
校
（
農
業
）

 

 

那
賀
高
校
へ 

相
生
中
学
校
（
体
育
）・
鷲
敷
中
学
校
（
書
道
） 

 

三 

課
題 

 

二
十
三
年
続
く
中
高
連
携
だ
が
、「
中
学
と
高
校
の
双
方
に
生
徒
に
関
わ
っ
た

教
員
が
い
る
こ
と
で
、
那
賀
高
入
学
前
後
の
生
徒
の
状
況
が
わ
か
り
や
す
い
」
、

「
中
学
生
が
高
校
の
教
員
に
高
校
生
活
に
つ
い
て
気
軽
に
質
問
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、
ほ
ぼ
毎
年
、
年
度
末
の
Ｔ
Ｔ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
以
下
の
三
つ
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

（
中
学
校
に
お
け
る
Ｔ
Ｔ
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
一
部
抜
粋
） 

① 

国
語
の
授
業
は
週
三
時
間
だ
が
、
Ｔ
Ｔ
は
週
に
一
時
間
な
の
で
、
一
つ
の
単

元
に
き
ち
ん
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

② 

毎
年
、
授
業
を
行
う
中
学
校
や
教
員
が
変
わ
り
、
継
続
し
た
指
導
が
難
し
い
。

 

③ 

郡
内
の
中
学
生
の
人
数
が
減
少
し
続
け
て
い
る
上
に
，
多
様
な
進
路
希
望
に

よ
り
、
那
賀
高
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
実
態
が
年
に
よ
っ
て
大
幅
に
違
う
。

 

た
だ
、
中
学
校
か
ら
の
要
望
や
高
校
の
教
員
数
の
都
合
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

課
題
の
解
消
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
、
本
校
で
は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
生
徒
や

小
・
中
学
校
で
不
登
校
で
あ
っ
た
生
徒
も
一
定
数
入
学
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

今
年
度
か
ら
通
級
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。 

学
力
面
で
い
う
と
、
入
学
時
の
国
語
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
学
習
到
達
ゾ
ー
ン
）
に
お
い

て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
の
分
け
方
や
授
業
の
進
め
方
に
相
当
の
工
夫
が

必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
那
賀
高
校
国
語
科
で
は
中
高
連
携
の
授
業
を
通
し
て
、

中
学
校
の
授
業
の
進
め
方
や
生
徒
の
つ
ま
ず
き
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
し

た
。
今
回
は
、
令
和
二
年
度
以
降
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

四 

実
践
報
告Ⅰ

 

（
１
）
令
和
二
年
度 

鷲
敷
中
学
校
に
て
週
一
回 

二
時
間 

 

①
基
本
は
Ｔ
２
と
し
て
机
間
指
導
と
生
徒
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
。
ま
た
高
校

で
の
生
活
全
般
、
学
習
に
つ
い
て
、
那
賀
高
校
に
つ
い
て
の
質
問
等
に
答
え
る
。 

 

②
授
業
の
初
め
（
五
～
十
分
）
で
短
歌
や
俳
句
、
季
語
に
つ
い
て
の
説
明
を
す

る
。 

（
２
）
令
和
三
年
度 

相
生
中
学
校
に
て 

週
一
回 

二
時
間 

 

①
基
本
は
Ｔ
２
と
し
て
机
間
指
導
と
生
徒
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
。
ま
た
高
校

で
の
生
活
全
般
、
学
習
に
つ
い
て
、
那
賀
高
校
に
つ
い
て
の
質
問
等
に
答
え
る
。 

 
 ②

学
期
に
一
時
間
、
Ｔ
１
と
し
て
、
授
業
を
行
っ
た
。 

例 
 

 

中
学
２
年 

 

漢
文
教
材
「
漢
詩
」 

盛
唐
の
三
大
詩
人
の
説
明
と
近
体
詩
の
説
明 

（
中
学
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
＋
高
校
で
の
学
習
内
容
を
中
心
に
）

 

中
学
３
年 

漢
文
教
材
「
論
語
」 

孔
子
を
始
め
と
す
る
、
中
国
の
思
想
家
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

書
き
下
し
と
現
代
語
訳
の
方
法 

（
中
学
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
＋
高
校
で
の
学
習
内
容
を
中
心
に
）

 

 
 

古
文
教
材
「
奥
の
細
道
」 

松
尾
芭
蕉
の
通
っ
た
道
を
辿
る
（
調
べ
学
習
） 

 
 

那
賀
郡
中
学
校
国
語
学
会 

研
究
授
業
一
時
間
含
む 
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（
３
）
令
和
四
年
度 

鷲
敷
中
学
校
に
て
週
一
回 

二
時
間 

 
①
基
本
は
Ｔ
２
と
し
て
机
間
指
導
と
生
徒
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
。
ま
た
高
校

で
の
生
活
全
般
、
学
習
に
つ
い
て
、
那
賀
高
校
に
つ
い
て
の
質
問
等
に
答
え
る
。 

②
「
季
節
の
こ
と
ば
」
と
し
て
、
四
季
折
々
の
季
語
の
説
明
を
行
っ
た
。 

 

授
業
最
初
の
十
分
間
で
季
語
の
説
明
・
俳
句
と
短
歌
の
解
釈
を
行
っ
た
。

（
中
学
校
の
教
科
書
＋
高
校
で
の
学
習
内
容
を
中
心
に
） 

中
学
３
年 

古
文 

教
材
「
和
歌
の
世
界 
君
待
つ
と
」 

万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集 

（
中
学
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
＋
高
校
で
の
学
習
内
容
を
中
心
に
）

 

 
 

那
賀
郡
中
学
校
国
語
学
会 

研
究
授
業
１
時
間
含
む 

 

（
４
）
令
和
三
年
度 

那
賀
高
校
に
て 

 

週
一
回 
二
時
間 

 

国
語 

 

１
年
生
『
国
語
総
合
』
の
授
業
に
Ｔ
２
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い

た
。 

 

（
５
）
令
和
四
年
度 

那
賀
高
校
に
て 

 

週
一
回 

二
時
間 

書
道 

① 

１
年
・
２
年
の
各
授
業
に
Ｔ
２
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

② 

教
材
「
手
紙
の
書
き
方
」
で
Ｔ
１
と
し
て
授
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 

 
 

 

《
参
考
》
芸
術
科
「
書
道
」
に
お
け
る
中
高
連
携
授
業
に
つ
い
て 

  

令
和
四
年
度
は
、
木
頭
中
学
校
の
国
語
科
の
先
生
に
Ｔ
２
と
し
て
入
っ
て
い

た
だ
き
、
連
携
授
業
を
週
に
一
度
（
年
間
十
七
回
）
一
年
生
の
２
講
座
で
実
施
し

た
。  

 

ま
た
、「
集
中
し
て
一
字
一
字
丁
寧
に
書
く
」
こ
と
を
目
標
に
、
中
学
校
の
先

生
に
「
手
紙
の
書
き
方
（
硬
筆
）」
の
授
業
を
Ｔ
１
と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い

た
。
生
徒
た
ち
は
、
二
年
生
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
実
施
後
に
お
礼
状
を
個
別
に
書
く
。
し
か
し
、
例
年
、
丁
寧
に
最
後
ま

で
書
く
た
め
の
集
中
力
が
続
か
ず
、
誤
字
や
脱
字
が
あ
り
、
書
き
直
す
こ
と
も

多
い
。
そ
こ
で
、
一
年
生
か
ら
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
文
字
を
書
く
練
習
を
す
る
こ
と

で
、
普
段
の
ノ
ー
ト
な
ど
に
書
く
鉛
筆
や
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
と
は
違
っ
た
緊
張
感

を
持
ち
、
丁
寧
に
最
後
ま
で
書
く
姿
勢
を
養
っ
て
い
る
。 

昨
年
度
、
連
携
授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
、「
中
学
生
の
頃
と
比
較
す
る
と

集
中
し
て
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
や
「
長
い
時
間
続
け
て
で
き
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
る
。 

  

実
践
報
告Ⅱ

 
 

「
連
携
中
学
校
の
授
業
で
の
気
づ
き
」
を
活
か
し
た
本
校
授
業
で
の
取
組 

 （
１
）
中
学
校
ま
で
の
習
得
状
況
の
把
握 

中
学
校
で
は
習
う
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
高
校
入
学
ま
で
に
生
徒
が

ど
の
よ
う
な
学
び
を
し
て
い
る
の
か
、
使
用
教
材
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
て
、
語
句
や
文
法
等
ど
こ
ま
で
教
わ
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
作
者
の
作
品
や
、
同
じ
作
品
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
生
徒
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に
伝
え
る
こ
と
で
、
中
高
の
教
科
の
つ
な
が
り
や
学
習
の
積
み
重
ね
を
実
感
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
も
多
く
あ
っ
た
。 

（
高
校
で
）
→
高
校
入
学
時
点
に
お
い
て
習
得
で
き
て
い
る
生
徒
と
そ
う
で

な
い
生
徒
を
分
け
て
習
熟
度
ク
ラ
ス
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
習
熟
度

に
す
る
こ
と
で
、
少
人
数
で
の
授
業
が
可
能
に
な
り
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
で
Ａ
ラ
ン
ク
の

生
徒
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。 

 

（
２
）
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
授
業
の
工
夫 

小
説
の
学
習
の
際
、
毎
時
間
授
業
の
最
初
に
本
文
を
音
読
す
る
。
一
行
読
み

で
交
代
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
集
中
し
て
最
後
ま
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

→
範
読
や
朗
読
Ｃ
Ｄ
で
聞
き
逃
し
た
漢
字
の
読
み
を
生
徒
自
身
が
も
う
一
度

確
認
で
き
る
。
漢
字
が
読
め
な
い
、
行
を
と
ば
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
生
徒
に
も

一
文
で
あ
れ
ば
抵
抗
が
少
な
く
取
り
組
み
や
す
い
。
例
え
ば
、
難
解
語
句
の
多

い
『
山
月
記
』
の
場
合
、
一
時
間
で
学
ぶ
一
段
落
を
、
一
人
二
文
で
交
代
し
て
読

ん
だ
。
最
後
ま
で
緊
張
感
を
も
っ
て
読
む
、
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

 

古
典
の
教
材
に
は
、
教
科
書
に
現
代
語
訳
が
載
っ
て
お
り
、
本
文
と
現
代
語

訳
を
交
互
に
読
む
こ
と
で
、
生
徒
は
話
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る
。 

→
応
用
ク
ラ
ス
の
授
業
で
は
、
本
文
を
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
自
分
で
単
語

や
句
法
を
調
べ
、
自
分
な
り
の
現
代
語
訳
を
完
成
さ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
。 

習
熟
度
別
ク
ラ
ス
で
は
、
書
き
下
し
文
や
現
代
語
訳
が
ほ
ぼ
書
か
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
。 

 

（
３
）
漢
字
検
定 

那
賀
町
の
補
助
制
度
を
利
用
し
、
ク
ラ
ス
全
員
が
受
検
し
て
い
る
。（
年
に
一

回
全
額
補
助
。）
授
業
の
最
初
五
分
は
漢
字
の
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
時
間
を
設
定
。

計
画
表
に
そ
っ
て
週
に
一
回
程
度
小
テ
ス
ト
を
実
施
。 

→
本
校
も
那
賀
町
の
支
援
を
受
け
、
年
に
一
回
、
受
検
級
に
応
じ
て
補
助
金

制
度
が
あ
る
。
本
校
で
は
、
普
通
科
応
用
コ
ー
ス
の
生
徒
は
年
に
一
度
全
員
で
、

他
の
生
徒
も
希
望
制
で
受
検
し
て
い
る
。
中
学
校
か
ら
受
検
し
続
け
て
い
る
中

に
は
、
高
校
二
年
生
の
段
階
で
二
級
ま
で
合
格
す
る
生
徒
も
い
る
。
検
定
を
受

け
る
こ
と
で
語
彙
が
増
え
、
繰
り
返
し
学
習
す
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
。 

 （
４
）
創
作
活
動 

「
な
か
文
芸
」
と
い
う
文
芸
誌
を
那
賀
町
が
発
行
し
て
お
り
、
小
・
中
・
高
の

生
徒
や
一
般
の
方
々
の
俳
句
や
短
歌
、
作
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
自
分
の
作
品

が
選
ば
れ
、
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
自
信
を
深
め
る
生
徒
も
多
く
、
中
学
生
も
高

校
生
も
長
期
休
業
中
の
宿
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
本
校
で
は
、

毎
年
冬
に
「
伊
藤
園 

お
～
い
お
茶
」
に
も
投
句
し
、
第
三
次
選
考
ま
で
残
る
生

徒
も
毎
年
の
よ
う
に
出
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
定
期
的
に
創
作
を
し
て
い
る
の
で
、
今
年
度
は
、
那
賀
高
生
の

創
っ
た
俳
句
を
中
学
生
の
「
句
会
を
開
こ
う
」
と
い
う
単
元
に
利
用
し
、
中
学
生

の
作
品
に
交
え
て
紹
介
し
よ
う
と
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
句
会
で
選
ば

れ
た
中
学
生
の
作
品
を
今
度
は
高
校
に
持
ち
帰
り
、
高
校
生
の
句
会
で
も
取
り

上
げ
て
み
た
い
。
那
賀
地
域
中
高
一
貫
教
育
進
路
指
導
委
員
会
主
催
の
「
中
高

生
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」
等
を
利
用
し
、
連
携
三
中
学
校
と
那
賀
高
校
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を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
作
品
の
感
想
を
伝
え
あ
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

教
員
の
交
流
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
同
士
が
作
品
を
通
じ
て
交
流

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
や
持
ち
味
の
面
白
さ
を
実
感
し
、
互
い
に
興
味
を
も
て

る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
ま
た
新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 五 
 

 

（
１
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

 

Ｑ 

高
校
進
学
後
の
感
想 

 

・
よ
か
っ
た
。 

・
学
校
生
活
が
楽
し
い
。 

・
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
が
で
き
、
先
生
た
ち
が
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で

と
て
も
よ
い
環
境
で
勉
強
が
で
き
て
い
る
な
と
思
う
。 

・
地
元
の
学
校
に
入
れ
て
よ
か
っ
た
。 

・
学
校
生
活
が
楽
し
み
。 

・
自
分
の
進
路
に
合
う
勉
強
方
法
を
教
え
て
く
れ
、
い
ろ
い
ろ
助
か
っ
て
い
る
。 

・
授
業
は
そ
こ
ま
で
難
し
く
な
い
。 

・
大
学
を
目
指
し
て
野
球
も
頑
張
り
た
い
か
ら
。 

・
友
達
と
仲
良
く
で
き
て
い
る
。 

・
楽
し
い
学
校
。
仲
が
よ
い
。 

・
新
し
い
友
達
と
一
緒
に
勉
強
や
部
活
動
が
で
き
て
う
れ
し
い
。 

・
勉
強
が
わ
か
り
や
す
い
。 

 【
課
題
】 

 

Ｑ
２ 

高
校
の
国
語
の
授
業
に
つ
い
て 

 

簡
単
だ 

 

五
人 

 

・
も
と
も
と
国
語
が
得
意
だ
か
ら
。 

・
わ
か
り
や
す
い
。 

・
国
語
を
学
ぶ
と
き
に
マ
イ
ナ
ス
な
感
情
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら 

・
苦
手
分
野
以
外
は
大
丈
夫
。 

・
文
系
が
け
っ
こ
う
得
意
だ
か
ら
。 

 

難
し
い 

十
三
人 

 
・
物
語
の
内
容
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
本
を
読
む
の
が
苦
手
だ
か
ら
内

容
が
理
解
で
き
な
い
と
き
も
あ
る
。 

・
国
語
が
２
教
科
に
分
か
れ
て
、
し
か
も
中
学
と
は
問
い
方
が
全
く
違
う
か
ら
。 

Q２

簡単だ

難しい
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・
読
み
が
苦
手
だ
か
ら 

・
問
題
も
文
字
も
多
い
か
ら
。 

・
覚
え
る
こ
と
が
多
い
。 

・
言
語
文
化
の
古
典
が
難
し
い
。 

・
新
し
く
習
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
か
ら
。 

・
内
容
が
難
し
い
か
ら
。 

・
苦
手
分
野
が
あ
る
か
ら
。 

   Q

３ 

高
校
で
国
語
の
力
が
伸
び
た
と
思
い
ま
す
か
？ 

 

伸
び
た 

 

五
人 

 
 

 

変
わ
ら
な
い 
 

十
三
人 

 

 

高
校
の
授
業
が
簡
単
だ
と
答
え
た
生
徒
は
全
体
の
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
も

と
も
と
国
語
が
得
意
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
生
徒
の
七
割
は
、
国
語
の
学
力
が

伸
び
た
と
い
う
実
感
は
ま
だ
も
て
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

連
携
中
学
か
ら
の
生
徒
は
、
生
徒
の
三
年
間
で
の
模
試
の
結
果
の
推
移
を
見

る
と
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
が
Ｃ
か
ら
Ｂ
へ
、
そ
し
て
Ｂ
か
ら
Ａ
に
上
昇
し
て
い
る
生
徒
が

半
数
近
く
い
る
。
授
業
に
取
り
組
む
雰
囲
気
も
真
剣
で
、
周
囲
に
良
い
影
響
を

与
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
学
年
全
体
の
Ｄ
の
割
合
も
わ
ず
か

だ
が
減
少
し
た
。 

 

六 

ま
と
め 

 
 

 

連
携
中
学
校
の
生
徒
の
中
に
は
、
中
学
時
代
に
は
目
立
た
な
か
っ
た
生
徒
も

多
い
が
、
高
校
入
学
後
、
成
績
の
向
上
と
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
。
例
え
ば
、
運
動
部
、
文
化
部
の
活
動
に
活
発
に
取
り
組
み
、

文
武
両
道
を
実
践
し
て
み
せ
る
生
徒
。
防
災
ク
ラ
ブ
、
エ
シ
カ
ル
ク
ラ
ブ
な
ど
、

校
外
へ
活
動
の
幅
を
広
げ
る
生
徒
。
中
学
時
代
は
登
校
で
き
な
か
っ
た
生
徒
が

生
徒
会
役
員
に
立
候
補
し
、
学
校
の
中
心
と
な
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
特

別
な
支
援
が
必
要
な
生
徒
の
中
に
も
、
学
習
成
績
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
向
上
し
、
自
信
を
も
っ
て
行
動
し
は
じ
め
る
生
徒
も
い
る
。 

 

「
丹
生
谷
の
子
ど
も
は
丹
生
谷
で
育
て
よ
う
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
で
始
ま
っ
た
中
高
連
携
。
そ
こ
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が 

郡
外
・
県
外
か
ら
の
多
様
な
入
学
生
に
刺
激
を
与
え
、
引
っ
張
っ
て
い
け
る
存

在
と
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

 

    

Q３

伸びた

変わらない
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